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microspheres incorporating CDDP, GM-CDDP)を開発し有用性を報告してきた。本
研究において、製法の改良により、徐放性を向上させ、従来使用していた有機溶媒を








放出 (初期バースト )が本製剤では 3%以下に抑制された。細胞毒性試験において
GHG-CDDPが分解されるにつれて細胞毒性を発揮することが示された。RIラベル化
した GHG-CDDPを用いた腹腔内動態試験において、GHG-CDDP腹腔内投与 1週間
後で約 30％が腹腔内に残存することが示された。血行動態試験において Free CDDP
腹腔内投与直後に見られた血中 CDDP 濃度の急激な上昇は GHG-CDDP 投与後には





Free CDDP投与群においても生存期間延長を認めなかった。加えて、In Vivo Imaging 











のシスプラチン徐放ゼラチンハイドロゲル(Gelatin microspheres incorporating cisplatin, GM-CDDP)
を開発し有用性を報告してきた。本申請者は、徐放性を向上させ、有害な有機溶媒を使用せず
作製した新規剤形(Gelatin hydrogel granules incorporating cisplatin, GHG-CDDP)を開発した。 
 新規作製法により、従来製剤において 25-30%程度見られていた投与直後の急激な薬剤放出
(初期バースト)は 3%以下に抑制された。GHG-CDDP は分解に伴い細胞傷害性を発揮し、








 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、令和元年５月２９日実施の論文内容とそれに関連した試問を受
け、合格と認められたものである。 
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